
2001年度日本液晶学会第5回理事会議事録

日 時： 2001年12月1日(土) 13:30－

場 所： 新宿NSビル 13階 E会議室

出席者： 野平博之，加藤英彦，幡野純，福田敦夫，岩橋槙夫，氏家誠司，太田和親，大西博之，折原

宏，後藤泰行，近藤克己，佐藤進，杉村明彦，曽根原富雄，半那純一，檜山為次郎，藤村保夫，堀佳

也子，村山昭夫，森章

2002年新任理事

池田富樹，石井裕，石原將市，菊池裕嗣，中川謙一，長谷川雅樹，鳥海弥和，内藤裕義，苗村省平，

山下護，吉澤篤

オブザーバー出席

青木良夫，小野間英文

１）承認事項

1-1 前回議事録

・2001年第4回理事会議事録，2001年通常総会議事録，2001年評議員会議事録が承認された．

２）報告事項

2-1 総務委員会

・前回理事会以降に電子メールにて行われた審議について報告がなされた．

「新化学発展協会平成１４年度研究奨励金応募者募集に関する貴会誌掲載の依頼」

「第４回独創的高機能材料創製技術シンポジウム」

「あおもり産学官連携フォーラムとの共催承認」



上記3件共に賛成多数にて承認された旨，報告された．

2-2 財務委員会

・2001年単年度の財政状況が厳しい等の報告がなされた．行事関連事業会誌発行事業，学会本体運営共

に支出が増加している旨が報告された．

・2001年10月30日時点までの繰越金資金運営報告がなされた．2002年4月実施のペイオフを考慮し，定

期預金の分散を実行計画をしている旨が報告された．

2-3 編集委員会

・編集委員会が開催され編集作業の流れの確認と合理化のための作業の見なおしが検討されていること

が報告された．

・これを受けて，経費面，校正作業量等を考慮し会誌の学会記事オフセット印刷化への提案があり，編

集委員会の合意が得られれば，次回発行号から試験的に実施することを了承し，詳細については編集

担当理事が印刷会社と協議を行うことを確認した．

・その他の変更が生じた場合は，電子メール等で理事に連絡する事を確認した．

2-4 行事委員会

・今年度講演会討論会の最終参加人数，収支報告（仮）がなされた．収支悪化の原因として液晶業界の

不況による予想を遥かに超える参加者数の激減である事も併せて報告された．主な報告は以下の通

り．

日時：9月24日 講演会 25日～27日 討論会

参加人数： 講演会157名 討論会500名

収入：6,367,431円

支出：6,849,320円

・サマースクールについても報告された．主な報告は以下の通り

日時 ２００１年９月３日～５日



場所 千歳科学技術大学，休暇村支笏湖

参加人数 講師 ８人 参加者 ４３人＋５人（千歳科学技術大学）

収入 ￥1,601,500

支出 ￥1,382,687

2-5 研究会委員会

・12月7日のフォトニクス・光デバイスフォーラムを最後に今年度のフォーラム事業が終了することが報

告された．今年度は全フォーラム合わせ7回のフォーラムが開催された．

2-6 広報委員会

・10月に開催されたCEATEC，LCD/PDP Internationalへの出展終了報告がなされた．

2-7 会員委員会

・8月，9月，10月の入退会と変更届けが報告された．

2-8 ネットワーク委員会

・ネットワーク委員会より以下のような報告と提案なされ，確認及び承認された．

1. 討論会データベースについて

討論会データベース（英文，和文要旨）の契約が、来年度より国立情報学研究所(NII)から科学技術

振興事業団(JST)に移行される。（NIIとJSTの事業見直しによる）

2. 電子図書館への参加と討論会CD-ROMの廃止

NIIとの契約が済み，液晶討論会からの予稿集全文をNIIの電子図書館にて公開する．

これに伴い，討論会にて現在発行しているCD-ROM版予稿集を来年の討論会から廃止する．

3. NII(JST)へ提供するデータベース原稿について

現在，討論会の英文・和文要旨がNIIにてデータベース化されているが，秋の講演会およびフォーラ

ム主催の講演会の要旨についても，NII（来年以降はJST）にて公開できるようにする．そのため，秋

の講演会およびフォーラム主催の講演会予稿集に，和文および英文の要旨とキーワード（６語）を

記載するよう変更する．



4. 討論会の英文要旨のＨＰへの掲載を行う．

討論会英文要旨のデータ収集については，来年の討論会担当者とネットワーク委員会で協議するこ

と．

5. ＨＰの英文原稿の校閲を，編集委員会と同じところに依頼する．

6. ネットワーク委員会を情報委員会に改称する。

３）審議事項

3-1 2002年以降の学会賞について

・表彰規定第６条（２）にある学会賞推薦方法を郵送によるものから，電子メールによる推薦への変更

がが決定された．電子メールの宛先は表彰委員長と事務局．

・表彰規定第５条（２）も「ただし，論文賞および著作賞の著者が２人以上の場合には，各賞に対して

１個の賞 牌を授与し，希望によりレプリカを有料にて作製する．」との変更が決定された．

・表彰規定第６条（３）の「-- 日本液晶学会誌にて --」を「-- 日本液晶学会誌等にて --」へ変更するこ

とも決定された．

・表彰規定付－１論文賞Aについて対象範囲を拡大する「学会討論会や他の液晶関連学会および学術誌等

において」との変更も決定された．

3-2 サマースクール，講演会討論会開催地について

・2003年度以降の各行事の開催地を公募することが決定された．公募の告知はJLCS-Newsにて行う．

４）新旧理事引継事項

4-1 2001-2002年担当業務引継ぎ

・福田次期会長より以下の検討事項を含め，2001－2002年の業務引継ぎを次回2002年第1回理事会まで

に行うよう要請された．要請された検討事項は以下の通り．



1．学会全体財政の収支均衡

2. フォーラムの活性化

3. 理事会の情報のアーカイブ化

4. 法人化の可否を含めた再検討

5. 会誌広告の収入増への取り組み

6. 協賛展示会出展の財政的負担

・2002年理事業務分担は以下のように決定された．

会長----------------福田敦夫

副会長--------------苗村省平(会長代行)，檜山爲次郎，山下護

常務理事------------古川猛夫

総務委員会----------鳥海弥和，中川謙一

財務委員会----------曽根原富雄，尾崎雅則

編集委員会----------堀佳也子，吉澤篤

行事委員会----------菊池裕嗣(夏の学校)，内藤裕義(液討)，石原將市 (液討)

研究委員会----------岩橋槇夫，鹿野満

物理・物性---------山下護

化学・材料---------後藤泰行

ディスプレイ-------近藤克己

フォトニクス-------池田富樹

リオトロピック-----岩橋槙夫

情報委員会----------折原宏，長谷川雅樹

広報（ホーム頁）---小出志朗，村山昭夫，関秀廣

国際交流委員会-------池田富樹，藤村保夫

会員委員会----------関秀廣，石井裕

将来計画委員会-------会長，次期会長，常務，総務，前会長，若干名

監事----------------市村國宏

監事----------------堀浩雄

副会長担当委員会



総務，情報，研究会，学会賞： 苗村 省平

財務，行事，広報，役員選挙： 檜山 爲次郎

編集，会員，国際交流 ： 山下 護

評議員会

歴代会長 ：岡野 光治，小林 駿介，吉野 勝美，野平 博之

歴代副会長：梶山 千里，枅川 正也，女川 博義，加藤 英彦，幡野 純

５）その他

来年度の理事会日程を以下の通り決定した．

第1回 1月26日(土)

第2回 4月27日(土)

第3回 8月31日(土)

第4回 12月7日(土)

配布資料：

1－1：2001年第4回日本液晶学会議事録

1－2：日本液晶学会2001年度総会議事録

1－3：2001年度日本液晶学会評議員会議事録

2－1：財務委員会資料 収支計算書(2000年度)，貸借対照表（2000年度），財産目録(2000年度)，収支計

算書(2001年度中間)，平成14年度収支予算書，平成14年度特別会計収支予算書，日本液晶学会資金管

理

2－2：編集委員会報告

2－3：学会記事オフセット印刷化

2－4：2001年日本液晶学会討論会・講演会収支決算報告書

2－5：2001年度研究フォーラム活動報告及び行事予定

3－1：学会賞関連検討事項

3－2：平成15年日本液晶学会招致のための参考資料



参考資料

2002年役員分担表
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